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	DASプリンス®スピノTM粒剤６
	■種 類 名：スピノサド・フィプロニル粒剤
	■有効成分：スピノサド 0.75%
	フィプロニル 0.60%
	®=BASF社の登録商標/TM:ｻﾞ･ﾀﾞｳ･ｹﾐｶﾙ･ｶﾝﾊﾟﾆｰまたはその関連会社商標 ■登録番号：第23383号（ﾀﾞｳ･ｹﾐｶﾙ日本登録）
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：2013.11.06
	■性    状：類白色細粒
	■有効年限：３年
	■包    装：1kg×12袋(５年)、10kg×1袋
	【特長】
	 異なる殺虫メカニズムのフィプロニルとスピノサドが組み合わせることで、ユニークな相乗効果が発揮される。その結果、フタオビコヤガをはじめとしたチョウ目害虫やイネドロオイムシに対する優れた効果を示す。
	 水稲に対する安全性が高く、は種時から移植当日までの処理が可能。
	 スピノサドは天然物由来の成分であり、多くの「特別栽培米」で化学合成農薬の使用回数にカウントしない有効成分として認められている。(一部の地方自治体によって使用基準が異なる場合があるので、使用前に関係機関に確認すること)
	【適用内容】(2017年5月31日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	【安全使用上の注意】


